














































































杵築の町に多く存在する坂の一つ「勘定場の坂」は、江戸時
代、坂の下に収税や金銭出納の役所があったことに由来しま
す。杵築城と北台武家屋敷を結び、最も城に近い場所に位
置するため、坂の上からは天守閣を眺めることもできます。
石段53段からなる緩やかな傾斜の広い階段は、馬やかごか
きの歩幅に合わせて造られました。北台武家屋敷からお城
に向かい下っていくと、24段目にあたる石段には「西（二
四）の富士」と呼ばれる富士山が描かれており、その一段下
には湖に映る「逆さ富士」も描かれています。江戸職人の技
と粋な遊び心に触れられます。

勘定場の坂（杵築市）
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